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36 北JI かほる ほか
表1 ボランティア体験
学生 回数 ボラユィティア経験歴 参加動機 参加後の感想 子どもとの関係
l年 中学より興味があった。 子どもが前向きで励まされた。 自分のイメージと全く違って戸
女子
l なし 糖尿病の勉強になった。 惑ったが、次第に馴れた。
いろんな人と接したUミ。
1年
障害者センター掃除 以前より興味があった。 自分も心疾患あるので、前向き 自分から声を掛けないといけな









中~高で数回: 自分が今世度話はになった 苦しいこともあったが、自分が 泣いて大変だったが、別れる
4 地域の清掃活動 ので、 人の役に 成長したと感じることができた。 際「迷惑をかけてごめんなさいj
女子 立ちたし、。 と言ってくれ、分かつてくれたと
感じた。
l年 子どもが好き、少しでも 心身共に疲れたが良かった、 楽しんでいる子ともの笑顔を見
5 
女子
2~3 回 辛さが分かればよし言。 相手の気持ちを分かるようにな て楽しかった。心を閉ざしてい
りたし、。 る子は難しUミ。
1年 子どもと接することが 普通の子ども、担当の子はしっ 楽しかった。
6 
女子





女子 ホー ム 元気で病気だと思わなかった。 いる子に強く叱れなかった。
8 
l年 l なし 高校時代に知り、参加
人間関係等、学ぶことが多く良 楽しかった。子どもなりの考え
女子 したいと思っていた。 かった。 方に接して新鮮だった。
1 '年
l回:障害者施設 子どもが好きなので、 充実して楽しかった、子どもを 叱った後のフォロー が難しし、。
9 子どもと接したし、。 叱ることがで、きなかった。 気持ちを読み取るのが難しい。
女子 自分から積極的にかかわりを
持つようにしたい。
l年 子どもが好きなので、 勉強になった。栄養士さん等 あまり心を聞いてくれなかったが、
10 
女子
なし 子どもと接するサーク 他の人の仕事がよくわかった。 他のメンバーの強力でうまくい
ルに入りたかった。 った。文通している。
1年 高校時代に阪神大震 何かしたかった、人と いろいろ反省がいっぱいある。 子とものわがままへの対応に悩
11 
女子
災後の仮設住宅での 接するのは苦手だがチ 子とー もの状態、が把握で尽きなかっ む。子どもに振り因されていた。
世話 ヤレンジの意味もある。 た。 最後にはお互い分かり合えた。
2年
両校時代に障害者施 イ可かを経験してみた 担当の子どもとのかかわりが難 大変だった。担当以外の子ど
12 2 設や老人保健施設な かった。 しくて悩んだ。自分として成長 もとは仲良くできた。子どもは正
女子 ど できた。 直なので一度嫌われると大変
である。
子どもに関'L、あるが接 昨年は担当の子どもがいてもっ 学校でかくしている子も多くどう
2年 っし方がわからない。 と楽しかった。 して現実の厳しさを乗り越える
13 2 なし 看護婦になるのには 子ともの苦手意識は無くなった。 力をつけるか難しい。
女子 必要と思った。 充分なカウンセリングができな
かったと思うこともある。
2年 両校時代に障害児と 高校時代に障害児と 有効な助言ができたか疑問に 昨年は小4の子で、うまく関係
14 
女子











高校時代に福祉施設 何かやりたいと思って 参加者と親しくなれた。サ}ク 子どもと一緒になって遊んでい
女子 で いfこ。 ルとして楽しくやっている。 る。
3年
小学校4年の頃から 人と接して楽しいこと 事前の活動にあまり参加できな 毎年、うまく接することができず
17 3 保育園、特別養護老 をしたかった。興味本 かったことが'L、残りだ。 泣いてしまうことがある。
女子 人ホームなど 位。 緊張する。
10回程度
3年 高校時代に老人ホー 自分にできることがあ 体力が大変であるが達成感が 子どもに接することができて楽
18 
女子 3 
ム、デイサー ピスセンタ れば、また、学びとして ある。 しい。カウンセラーの役割は難
広がれば。 しかった。


































































































































































ボランテイア体験の教育効果 (n) 39 
Summaη7 
This study examined hearings and daily reports of 18 students， who participated in volunteer work at Daisen 
family， a summer camp for diabetic children， tomake sure what educational e妊ectsthose students have on 
the children. As a results， there were some interesting developments: 
(l)Students could improve their responsibility in understanding and achieving their job role. 
(2)Diabetic children also felt healthier by having some relationship with the students. 
(3)Students could worry， consider， act and reflect on their involvement with diabetic children individually. 
After analyzing these results， ithas been conc1uded that volunteer work is effective in improving student's 
education. 
